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グループ全体の環境負荷

一般廃棄物

■JR東日本のリサイクル率☆ ■JR東日本グループ全体のリサイクル率☆ ■グループ会社のリサイクル率☆

（39,171t）

一般廃棄物
（86,724t） 

94％
（456,266t）

リサイクル率

インプット

アウトプット

グループ会社の事業

営業収益 7,703億円営業収益 7,703億円

CO2排出量☆215万t-CO2※3 50万t-CO2※3

86,724t一般廃棄物排出量☆

産業廃棄物
（455,810t） 

産業廃棄物
（28,522t）   

一般廃棄物
（125,894t） 

産業廃棄物
（484,332t）   

水使用量☆

エネルギー使用量☆

OA用紙使用量☆

● 電力 7.7億kWh　　
● 燃料 7.3万kL（原油換算）

● 電力 50.6億kWh ※1
● 燃料 8.8万kL（原油換算） ※2

1,148万m3

1,733t

944万m3

1,124t

営業収益 1兆9,325億円

合計 39,171t

● オフィス 2,621t
● 駅・列車 34,281t
● 総合車両センター等 742t
● きっぷ 345t
● その他現業区※4 934t
● 発電所 248t

28,522t産業廃棄物排出量☆

合計 455,810t

● 設備工事※5 425,372t
● 総合車両センター等 28,302t
● 医療系 161t
● その他現業区※4 832t
● 発電所 1,143t

リサイクル率

リサイクル率

リサイクル率

リサイクル率

リサイクル率

67％
（84,578t）

(うち再生紙が82％）(うち再生紙が95％）

92％
（36,048t）

95％
（434,398t）

ＪＲ東日本の事業

廃棄物処理についての考え方
● 廃棄物には「有価物」を含みます。
●清掃工場等で処理される一般廃棄物や、中間処理として焼却される産業廃棄物のなかで、サーマルリサイクル※されている場合は、リサイクルとして扱って
います。
※サーマルリサイクル　廃棄物を燃やした時の排熱を回収して蒸気や温水をつくり、発電や給湯等に利用するリサイクル手法のこと。

56％
（48,531t）

77％
（21,868t）

※1 �電力　インプットされた電力については、自営発電所で発電し、当社内で使用した電力と、電力会社から購入している電力の双方を
含んでいます。なお、詳細の電力については、P26にあるエネルギーフローマップをご参照ください。

※2 燃料　天然ガス、その他燃料について、自営火力発電所で発電用に使用している燃料は含まれていません。
※3 外部から購入している電力に起因するCO2排出量に関しては、調整後排出係数により算定しています。
※4 その他現業区　設備のメンテナンス等を行う技術センターや車掌区等。
※5 設備工事　法律上は工事の請負会社が排出事業者となる工事廃棄物も産業廃棄物に含んで把握しています。

注… 環境パフォーマンスデータの保証対象について
本報告書に掲載している環境パフォーマンス
データについては、その信頼性を担保するため、
「KPMGあずさサステナビリティ株式会社」によ
る限定的保証を受けておりますが、保証対象と
なっている情報を明確にするため、保証対象とした
情報については 「☆」を付しています。


